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（5）その他の意見として、以下のようなものがあった。 
①医学的知識に関する意見 

臨床心理士は心理学のみならず臨床医学の知識が必要で思われる。 
現在の臨床心理士の医学に対する知識のレベルは様々であり、一部ではあいまいなカ

ウンセリングなどを行っていることもあり、良好な医療を供給しているとは思えない。 
②国家資格に関して 

国家資格の早急な確立が急務であり、診療報酬制度の中に位置づけることが重要。 
リハビリテーション医療分野では障害受容などの心理的ケアが必要なため早期の国家

資格の実現を望む。 
言語聴覚士の国家資格の成立と同じような問題があり、早急に解決すべきである。 

③チーム医療に関して 
精神神経科系を主とする臨床心理士も必要と思われるが、リハビリテーション医療で

も必須の専門職であり、リハビリテーションに関連する障害者に精通した臨床心理士

も必要と思われる。 
などの意見で大半を占めている。 
 
考察 

本アンケートにより、日本リハビリテーション医学会認定研修施設における臨床心理業務

の内容と臨床心理業務担当者の実態が初めて明らかになった。 
第 1 に、心理関係業務が臨床心理専門の担当者によって行われている施設は 63 施設

リハビリテーション医学 161 施設(77.0％) 

解剖学 72 施設(34.4％) 

その他  24 施設(精神医学 18、神経心理学 9、薬理学 3 施設など) 

生理学 85 施設(40.7％) 

病理学 67 施設(32.1％)  

リハビリテーション概論 151 施設(72.2％) 

臨床医学 152 施設(72.7％) 
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24 施設(精神医学18、神経心理学9、薬理学3 施設など)




